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地域医療連携室 

脊椎圧迫骨折入院予約マニュアル 

 
病床の有効利用と病診連携の活発化を目的に、脊椎圧迫骨折患者の入院を 

４東西病棟で約１０床位受けていく。主治医は脊椎外科医師が輪番で担当し、ク

リニカルパスを使用する。手続きは地域医療連携室で担当する 
 

 
・ 電話で受診申し込みの時は、「TEL 受診申込

書」の様式に沿って患者様基本情報を聞く 
 
 

・受診日が決まったら４東病棟師長に連絡を

し、入院病室を確認・予約をする 
  

 
 
 
                ・医事課は患者様基本情報を基にカルテを 

 作成する 
（保険証番号などは、当日入力する） 

 
 
  

                 
・ストレッチャーで移動の場合も脊椎外来 

             で、診察をしてから入院をする 
  

                

 
・外来担当医師は、外来診察の結果入院しな

い場合は、直ぐにその旨紹介状の返事を書

く。連携室は当日中に返事を郵送する。 
・地域連携室は外来に入院を確認し、診療所

に報告書でお知らせする 
 

地域医療連携室に、FAX 又は

電話で受診申し込みをする 

脊椎１日外来医師に連絡をし、

受診日を決めてもらい「脊椎圧

迫骨折受診確認書」を FAX 返信、

あるいは電話をする 

受診日前日１６時頃に、医事

課・病棟・外来に「予約簿コピ

ー」を渡す 

患者さまは、紹介状受付窓口にて

「脊椎圧迫骨折受診確認書」と「紹

介状」「保険証」等を提示し、外来

受診をしてから入院をする 

地域連携室は「患者様入院報告書」

を作成、郵送する。 


